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進路成熟態度尺度(CMAS-4)の

信頼性および妥当性の検討

(職業指導教室)

研究の目的

進路指導の目標の1つである進路発達・進路成熟の促進を図る前提として,進路成熟度

を測定する尺度が必要であること,および進路指導研究を進めるうえでこの尺度が不可欠

であることから, 1981年より進路成熟態度尺度(Career Maturity Attitude Scale : 略称

CMAS)の作成に取り組んできた。

この一連の経過をこれまで,「進路成熟態度尺度(CMAS-1)の作成と項目分析」

(1982).「進路成熟態度尺度(CMAS-2)の作成とその分析」(1983),「進路成熟態度

尺度(CMAS-3)の作成と項目分析」(1985)として報告してきた。また, 1984年には

「中学生の進路社会化に関する研究(I)一教育的進路態度成熟度の影響要因を中心に

して一一],「中学生の進路社会化に関する研究(II)一教育的進路態度成熟度の影響

要因を中心にしてｰ一一」というテーマのもとに,それまでに作成した尺度を実際研究に適

用し,尺度の検討を行った。こうした研究経過の中で,進路成熟態度尺度の作成に見通し

を得たので,今回はCMAS-3の結果を踏まえ,このうち不適切項目を削除し,データ

を再集計し,信頼性と妥当性の最終的な検討を行ったので,「進路成熟態度尺度(CMAS

-4)の信頼吐および妥当性の検討」として報告する。

研究の方法

1.調査の対象・時期

本研究では,中学生,高校生に適用できる進路成熟態度尺度の作成をねらいとしている

ため,調査の対象を公立中学校,公立高校に求めた。調査の対象は,公立中学校,公立高

校各1校の生徒,総計, 941名である(ただし,有効回答票のみ)。 なお,本研究では,

教育的進路成熟態度尺度と職業的進路成熟態 <表1>対象人数(学校別・性別)

度尺度の両側面の検討も目的としているため

明確に就職を表明した生徒の回答は集計から

除外した。

<表1>は,調査対象人数の内訳を,学校

別,性別に示したものである。

なお,調査の時期は,昭和59年7月である。
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2｡進路成熟態度尺度(CMAS-4)の構成

進路成熟態度尺度(CMAS-4)は,<表2>に示されている下位尺度により構成さ

れている。

<表2>進路成熟態度尺度(CMAS-4)の構成

採点は,黙従傾向などの混入をさけるため,両方にキイを設定したうえで,スコアーの

キイに一致したものには「2点」,一致しないものには「O点」,中立的なものには「1点」

を与えた(<表3>,<表4>参照のこと)。したがって,各下位尺度の合成得点の理論分

布は,0~10点となっている。

3｡分析の方法

分析にあたっては,次のことに基準(重点)をおいた。

剛 信頼性

① 進路成熟態度尺度(CMAS-4)の信頼性(内的整合性)を,学校段階別・性別に

検討する。

② 進路成熟態度尺度(CMAS-4)の関係構造を検討するため,学校段階別・性別に

相関係数を求め,因子分析を行う。

(2)妥当性

① 進路成熟態度尺度(CMAS-4)と進路発達調査(CDT)との相関関係を調べ,

併存的妥当性による検討を加える。
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進路成熟態度尺度(CMAS-4)の信頼性および妥当性の検討

<表3>教育的進路態度の成熱度測定のための質問項目およびスコアー
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<表4>職業的進路態度の成熟度測定のための質問項目およびスコアー
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進路成熟態度尺度(CMAS-4)の信頼性および妥当性の検討

② 進路成熟態度尺度(CMAS-4)による教育的・職業的進路成熟の発達的変化を,

性別に検討する。

調査結果の統計処理は,名古屋大学大型計算機FACOM M-200を利用した。

結果と考察

1.信頼性の検討

(1)進路成熟態度尺度(CMAS-4)の内的整合性

進路成熟態度尺度(CMAS-4)の内的整合性を調べるため,ます,各下位尺度の合

成(総合)得度の平均値を求め,下位尺度を構成している各項目得点との間の相関係数を

求めた。<表5>は,その結果を示したものである。

<表5>CMAS -4 (下位尺度)における平均得点と構成項目得点との相関係数
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本表をみると,一部数値の低い値(ECPl, OCPl)がみられるが,全体的には,各下

位尺度における合成(総合)得点の平均値とそれを構成十る項目得点との相関係数は比較

的高くなっている。

次に,各下位尺度の内的整合性のもう1つの指標として, Cronbachのar係数を求めた。

<表6>CMAS-4の信頼性(Cronbachの(z係数)

結果は,<表6>に示したように, ECM尺度では.中学生(全体) . 549 (ECA)~

. 716 (ECP) ,高校生(全体) . 611 (ECA)~. 767 (ECP) , OCM尺度では,中

学生(全体).625(OCA)~. 683 (OCP) ,高校生(全体).630(OCA)~. 756(0

CP)と,項目数が5と少ない割りには,おおむね満足すべき値が得られた.また, ECM

合計(15項目)では,中学生(全体) . 752,高校生(全体) . 795, OCM合計( 15項

目)では,中学生(全体) . 751,高校生(全体) . 757と,高い信頼性係数が得られた.

(2)進路成熟態度尺度(CMAS-4)の下位尺度間の関係構造

収集されたデータをもとに 下位尺度間の相関係数を求めた.結果は <表7>,<表

8>に示すとおりで,中学生,高校生とも おおむね高い正の相関係数が得られている.

<表7>CMAS-4の下位尺度間の相関マトリックス(中学生)

(註)斜線の右上半は男子,左下半は女子の相関係数を示す。
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進路成熟態度尺度(CMAS ―4)の信頼性および妥当性の検討

<表8>CMAS-4の下位尺度間の相関マトリックス(高校生)

(註)斜線の右上半は男子,左下半は女子の相関係数を示す。

次に,下位尺度間の関係構造を調べるため,因子分析を行った。方法は,主因子法で,

固有値1.0以上を基準として因子の抽出を行ったところ,4群とも2つの因子が抽出され

た。さらに,それをバリマックス法によって直交回転した。その結果は,<表9>に示す

とおりである。以下,因子負荷量が, 400以上のものを因子解釈の手がかりとして,群別

に,それぞれの因子を検討していくことにする。

<表9>CMAS-4の因子構造(バリマックス回転後)

① 中学生・男子

第1因子は,「ECC (.789)」,「OCC (.789)」,「ECP (.490)」,「OCP(.409)」

に高い因子負荷量が認められることから,進路関心に進路計画が結びついた,進路関与

(Career Involvement)についての因子と考えられる.

第2因子は,「ECA (.742)」,「OCA「.651)」に高い因子負荷量がみられることか

ら,進路自律(Career Autonomy)に関する因子と解釈される.

② 中学生・女子

第1因子は,「OCC(.662)」,「ECC (.627)」,「ECP(.617)」,「OCP (.559)」
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に高い因子負荷量が認められることから,中学生・男子の場合と同様の,進路関心に進路

計画が結びついた.進路関与(Career Involvement)についての因子と考えられる.

第2因子は,「OCA(.867)」,「ECA (.606)」に高い因子負荷量がみられることに

より,中学生・男子と同様の,進路自律(Career Autonomy)に関する因子と考えられる.

③ 高校生・男子

第1因子は,「ECC (. 831)」,「OCC(.751)」に高い因子負荷量が認められること

から,進路関心(Career Concern)を中心とした因子と推察される.

第2因子は,「ECA (.795)」,「OCA (.752)」に高い因子負荷量がみられることか

ら,進路自律(Career Autonomy)に関する因子と解釈される.

④ 高校生・女子

第1因子は,「ECA (.769)」,「OCA(.730)」,「ECP (.526)」,「OCP (.416)」

に高い因子負荷量が認められることから,進路自律に進路計画が結びついた,進路達成

(Career Attainment)に関する因子と推察される.

第2因子は,「ECC (.867)」,「OCC(.606)」に高い因子負荷量がみられることによ

り,高校生・男子の第1因子と同様の,進路関心(Career Concern)に関する因子と解釈

される.

以上の結果から,中学生では性別による因子構造の差異は認められなかったが,高校生

では性別により異なった因子構造が見出された.

2｡妥当性の検討

(1)進路成熟態度尺度(CMAS-4)と進路発達調査(CDT)との相関

併存的妥当性としでは, CMAS-4と同じ目的をもったテストとの相関を求めることに

よって検証される。CMAS-4が目的としているような進路成熟の態度的側面を測定する

既成の用具は少ないが,その1つとして,中西信男を中心とするグループによって作成さ

れた進路発達調査(CDT)がある。このCDTは,進路発達を職業知識尺度。進路成熟

尺度,職業統覚テストなどで測定した結果からとらえようとしているが,ここではCMA

S-4の測定しようとするものと最も近い関係にある進路成熟尺度をとりあげ検討する。

なお,CDTの進路成熟尺度は,自発性,計画性,独立性,の3つの態度特性を測定する

ものである。

<表10>から<表13>は, CMAS-4とCDTとの相関関係を示したものである。 以

下,群別に検討していくことにする。

<表10>CMAS-4とCDTとの相関関係(中学生男子)



進路成熟態度尺度(CMAS-4)の信頼性および妥当性の検討

<表11> CMAS-4とCDTとの相関関係(中学生女子)
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① 中学生・男子

<表10>に示されているように, CMAS-4 (ECM尺度)のECCとCDTの計画性

の間で｡02と相関が認められなかった他は,全て相関が認められた。また, CMAS ―4

(OCM尺度)のOCA,0CP,0CCおよび合計と,CDTの各下位尺度および総合の

間には,いすれも相関がみられた。

② 中学生・女子

CMAS-4(ECM尺度)とCDTの関係では,<表11>に示されているように, EC

Aと自発性(｡043 ), ECCと独立性(｡144 )の2点て相関が認められなかった。このう

ち, ECAと自発性は,進路成熟態度のうちでも極めて類似した側面を把握しようとする

むので,その間に相関が認められなかったことは気になるが,マイナスの相関値でもなく,

また, CDTの総合点との間で相関が認められることを考えれば容認できる値であると考

えられる。

CMAS-4(OCM尺度)とCDTの関係では,0CAと自発性(｡150),0CPと自発

性(｡219). OCCと計画性(｡186), OCCと独立性(｡163)の4点で相関が認められな

かった。 しかし, OCM尺度のOCAにOCP,0CCとCDTの総合点にはいすれも相関

が認められるので,いすれの尺度も進路成熟の態度的側面を測定しているといえよう。

③ 高校生・男子

ECM尺度およびOCM尺度とCDT間の相関係数を求めると,<表12>にみられるよ

うに,いすれも2点て相関がみられなかった。具体的には, ECM尺度とCDTとの関係

で, ECAと自発性(｡216), ECCと計画性(｡214), OCM尺度とCDTとの関係で,0C

Aと自発性(｡191), OCCと独立性(｡211),の間で相関が認められなかった。しかしな

がら,相関係数の有意性の検定で,有意差は認められなかったものの,相関を認める最低

限界の｡20に近い,あるいはそれ以上の数値であり,両者に相互関連があるという傾向は

うかがわれる。

④ 高校生・女子

<表13>に示されるように,CMAS-4(ECM尺度)とCDTの関係では, ECPと

自発性(｡179), ECPと計画性(｡181)の両者間には相関がみられなかったが, CMAS

-4(OCM尺度)とCDTの関係では,全てに相関が認められた。

以上の結果を整理すると,中学生・高校生,男子・女子を問わす,次のことがいえる。

1)CMAS-4(ECM尺度, OCM尺度)とCDT(進路成熟尺度)との間で,マイナ

スの相関はみられなかった。また,両者の下位尺度間で,いくつか相関係数の低いもの

もみられたが,全体的には高い相関が認められた。

2) CMAS-4 (ECM合計点, OCM合計点)とCDT(進路成熟総合点)との間で,

全て0.1 %水準で有意な,高い相関係数が得られた。

これまでの結果を総合十ると, CMAS-4とCDTは,テスト形式および質問項目が異

なるものの,中学生・高校生の進路成熟,とりわけ態度的側面の成熟を両者ともかなり正

確に把握しているものと考えられる。

(2)教育的進路成熟(ECM)および職業的進路成熟(OCM)の発達的変化

ここでは,年齢集団(中学生・高校生)間の横断的な比較をすることにより,妥当性の

検討を行う。
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<表14>は, ECMとOCMの各得点の平均と標準偏差を,学校段階別・性別に示した

ものである。また,<図1:>から<図4>は,<表14>に基づいて,視覚化を図るためグ

ラフに表わしたものである。以下,この表および図をもとに,教育的進路成熟(ECM),

職業的進路成熟(OCM)の発達的変化を,それぞれ検討していくことにする。

<表14>ECM ・ OCM各得点の平均と標準偏差(学校段階別・性別)

<図1:> 教育的進路成熟態度尺度の下位尺度の得点
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<図4> 職業的進路成熟態度尺度の得点
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① 教育的進路成熟(ECM)

ECA, ECP, ECCの合計点で求められるECM (合計得点)は,男子で16.01から

18.63へ,女子で15.71から17.38へと,中学校段階から高校段階へ著しい得点の高か

まりがみられる。また,下位尺度についても,女子のECPにおいて中学生の得点と高校

生の得点に有意差がみられなかった他は,全て有意差がみられ,高校生の得点が高くなっ

ている。なお,女子のECPについても,有意差がみられなかったものの中学生の得点は

5.64,高校生の得点は6.87と上昇はしている。性別についてみると,中学生ではECMの

下位尺度および合計いすれにあっても性差は認められなかったが,高校生ではECA, EC

P,および合計得点に男女間に有意差が認められた。しかし,いすれにしても,このEC

Mの下位尺度の得点および合計得点はおおむね上昇しており,教育的進路成熟の発達的側

面をかなり正確に把握しているといえよう。

② 職業的進路成熟(OCM)

OCM(合計得点)は,男子で15.29から17.52へ,女子で14.78から17.19へと,中

学校段階から高校段階へ顕著な伸びがみられる。また,下位尺度をみても,男子のOCP

で, 4.06から4.45へと,得点の上昇はあるにもかかわらす有意差が認められなかった他

は,全て,高校生の得点が中学生の得点を上回り,有意差も認められた。性別比較では,

中学生・高校生いすれにあっても,0CAで性差が認められたものの,他では認められな

かった。以上の結果を総合して考えると,教育的進路成熟の場合と同様,職業的進路成熟

の発達的側面をかなり正確に把握しているといえる。

要 約

本研究では,進路成熟態度尺度(CMAS-4)について,信頼性および妥当性の検討

を行った。その結果は,次のように要約できる。

① 進路成熟態度尺度(CMAS -4)の信頼性(内的整合性)を検討した結果,おおむ

ね信頼できる尺度が構成された。

② 進路成熟態度尺度(CMAS-4)の6下位尺度間の相関マトリックスを求め,それ

を因子分析した結果,<表15>に示される因子構造が見出された。

<表15>CMAS-4の因子分析結果の要約

③ 併存的妥当性による検当を行うため,進路成熟態度尺度(CMAS-4)と進路発達調

査(CDT)の相関係数を調べたところ,おおむね両者に高い相関が認められた。

④ 進路成熟態度尺度(CMAS-4)を用い,教育的・職業的進路成熟の発達的変化を検

討した結果,学校段階が上がるに伴って,両側面の進路成熟の高まりが認められた。

以上の検討結果から,進路成熟態度尺度(CMAS-4)は,おおむね,信頼性・妥当性

のある尺度であることが保証された。
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(昭和60年9月17日受理)
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